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様式第３号（第１２条） 

疫学研究計画変更申請書 

  2022 年 6 月 29日 

 

茨城県疫学研究合同倫理審査委員会 

 委員長   中村 好一   殿 

 

                              所属 茨城県潮来保健所 

                              所属長  緒方 剛 

 

 下記の研究について，研究内容を変更したいので申請いたします。 

 

記 

１ 研究事項 

承 認 番 号      R3-11            

審査結果通知書の 

表 示 年 月 日   令和 4 年 2月 9 日       

研究課題名   COVID-19 感染者の症状追跡調査    

研究責任者      緒方 剛            

 

２ 変更内容 

 

変更項目 

 

 

変 更 前 

 

 

変 更 後 

 

研究者名 
緒方 剛 野澤由美子 野口悦子 

瀬尾佳代子 向山和枝 田仲恵美子 

緒方 剛 野澤由美子 野口悦子 

瀬尾佳代子 向山和枝 田仲恵美子 

田中英夫 

具体的な研究計画 

茨城県潮来保健所が探知した新型コ

ロナウイルス感染者について、半年

後、および一年後、二年後の患者の

症状を調査する。 

茨城県潮来保健所および研究協力が

得られた茨城県外の保健所が探知し

た新型コロナウイルス感染者につい

て、半年後、および一年後、二年後

の患者の症状を調査する。 

（注）新たな研究計画書を添付すること。 
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（別紙様式例）※倫理指針３（１）に基づき作成 

研究計画書 

2022 年 6 月 29日 

所属 茨城県潮来保健所 

所属長  緒方 剛 殿 

 

                           所属   茨城県潮来保健所      

                           研究責任者  緒方 剛         

 

 下記の研究をしたいので研究計画書を提出いたします。 

 

１ 研究課題名 

  COVID-19感染者の症状追跡調査 

    

２ 研究者職氏名 

（１） 研究責任者     緒方 剛 

（２） 研究実施担当者   緒方 剛 野澤由美子 野口悦子 瀬尾佳代子 向山和枝  

田仲恵美子 田中英夫 

 

３ 研究予定期間 

  （承認日）～ 令和７年３月３１日 

 

４ 研究の目的 

 COVID-19感染者について、症状を追跡調査するとともに、各要因の影響を分析する。 

 

５ 具体的な研究計画 

   茨城県潮来保健所および研究協力が得られた茨城県外の保健所が探知した新型コロナウイル

ス感染者について、半年後、および一年後、二年後の患者の症状を調査する。 

 

６ 研究の背景及び経緯 

 無症状者を含む新型コロナ感染症感染者全体の集団についての長期予後は、我が国では十分

調査されていない。そこで、長期 COVID-19 を調査する。 

    

７ 研究方法 

収集情報項目としては、感染者の性、年齢、発病の有無および発病日、診断後の療養場所、変

異株検査の有無および結果、予防接種・治療状況、現在の症状(息切れ、せき、倦怠感、脱毛、味覚・

嗅覚障害、記憶障害)などを収集する。 

分析は、感染者の性・年齢、療養場所、変異株、予防接種などの要因による。 

 

８ 研究対象者の保護 

対象者情報の管理と個人情報保護のため、参加する保健所は、研究組織にこれを提供する前に

提供情報を匿名化する。情報は、当該保健所の所長の承認の下に提供される。分析にあたっては、
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患者の氏名・住所を除き、匿名化して分析するため、個人情報が特定されることはない。データ

は研究担当者のみが取り扱う。研究成果を発表する際には、日付情報や感染が生じた管轄地域な

どの個人の特定に繋がる情報は、削除する。 

研究実施に関する情報公開は，研究計画書及び倫理審査委員会で承認された旨を潮来保健所ホ 

ームページで公開し、研究が実施又は継続されることについて研究対象者等が拒否できる機会を

保障する。 

研究結果公表 5年後にデータを廃棄する。 

 

９ 研究によって得られる結果及び貢献度 

SARS-CoV-2 感染者集団全体における我が国の長期予後を把握し、諸外国と比較することがで

きる。また、性・年齢、曝露状況、変異株、予防接種などの影響を分析することにより、長期新

型コロナ患者の対策に資することができる。 

 

10  研究結果の公表方法等 

  結果の概要を速報として全国所長会メーリングリストで報告する。また、関連学会や医学系科

学雑誌への順次の報告、投稿を検討する。 

 

11 研究実施報告書の提出時期 

令和７年３月３１日 

 

12 利益相反に関する状況について 

 特になし。 

 

 


